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浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）

　

今
月
の
こ
と
ば
は
、佐
々
木
信
綱

さ
ん（
１
８
７
２
〜
１
９
６
３
）が
、亡

く
な
る
少
し
前
に
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、本
願
寺
派
仏
教

婦
人
会
の
創
設
者
、九
條
武
子
さ
ん

の
短
歌
の
師
匠
で
す
。

　

春
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
草
花
が
、芽

を
吹
き
、花
を
咲
か
せ
ま
す
。温
度
、水
、

太
陽
等
の
恵
み
の
条
件
が
整
い
、芽

を
吹
き
、花
を
咲
か
せ
ま
す
。私
の「
い

の
ち
」も
、天
地
の
恵
み
と
、人
の
ご
縁

の
中
に
生
か
さ
れ
、生
き
て
い
ま
す
。

　

長
崎
名
物「
カ
ス
テ
ラ
」の
老
舗
で

は
、毎
年
５
月
に「
卵
供
養
」の
法
要
を

勤
修
し
て
い
る
そ
う
で
す
。カ
ス
テ

ラ
を
作
る
に
は
、多
く
の
鶏
卵
が
使

用
さ
れ
ま
す
。そ
の
卵
に
や
ど
る「
い

の
ち
」を
想
い
、そ
の「
い
の
ち
」を
い

た
だ
く
こ
と
の「
感
謝
」と「
懺
悔
」の

気
持
ち
で
お
勤
め
す
る
法
要
で
す
。

　

農
村
部
の
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
は
、

田
植
え
が
一
段
落
し
た
頃
に「
皆
作

法
要
」（
か
い
さ
く
）が
勤
修
さ
れ
て

い
ま
す
。「
皆
作
法
要
」は「
泥
落
と

し
法
要
」「
無
縁
・
虫
供
養（
む
え
ん
・

む
し
く
よ
う
）」と
も
言
わ
れ
、浄
土

真
宗
で
は「
永
代
経
法
要
」の
法
要

名
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

農
作
業
は
多
く
の
生
き
も
の
の

い
の
ち
を
奪
う
作
業
で
あ
り
、そ
の

た
め
田
植
え
を
終
え
て
の
法
座
を

俗
に「
虫
供
養
」と
言
い
習
わ
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。「
無
縁
」と
い
う

言
葉
も
、縁
が
無
い
と
い
う
こ
と
だ

け
で
な
く
、自
分
が
生
き
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
本
当
は
生
か
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、親
兄
弟
と
い
っ
た

有
縁
の
人
々
だ
け
で
な
く
、「
無
量
」

の
ご「
縁
」を
い
た
だ
い
て
い
る「
無

縁
」と
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

農
作
業
を
終
え
、単
に
骨
休
め
す
る

だ
け
で
な
く
、法
要
を
営
む
こ
と
で

仏
法
を
聴
聞
し
、自
然
の
恵
み
や

「
い
の
ち
」を
思
い
や
る
…
先
人
の

奥
ゆ
か
し
さ
、智
恵
の
豊
か
さ
が
思

わ
れ
ま
す
。

あ
り
が
た
し

今
日
の
一
日
も

わ
が
命

め
ぐ
み
た
ま
へ
り

天
と
地
と
人
と

あ
り
が
た
し

今
日
の
一
日
も

わ
が
命

め
ぐ
み
た
ま
へ
り

天
と
地
と
人
と

き
ょ
う

き
ょ
う

ひ
と

ひ

ひ
と

ひ

あ
め
あ
め

つ
ち
つ
ち

ひ
と
ひ
と

い
の
ち

い
の
ち

〈
掲
示
月
〉
２
０
2
1
年（
令
和
3
年
）4
月

〈
掲
示
月
〉
２
０
2
1
年（
令
和
3
年
）4
月

2021年5月号（第205号） 2021年5月1日発行

福岡県北九州市小倉北区大手町16-16　永照寺　TEL：093（582）7676　FAX：093（591）4989
【郵便振替口座番号】01790－4－46276　      永照寺志納所

小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

http://www.eishouji.or.jp/ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。

永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
（上記のホームページ内に移転しました。）

北九州      　永照寺

【 宗祖命日 】 4月の参拝者 13名（順不同：敬称略）

茶屋本 廣喜
（小倉南区）

森下 勝美
（小倉北区）

中村 勝利
（門司区）

天神 正行
（小倉南区）

延吉 政彦
（小倉南区）

増田 和久
（小倉南区）

天神 光介
（小倉南区）

岡本 隆夫
（小倉南区）

青木 サツ子
（門司区）

本多 義宏
（門司区）

山口 綾子
（小倉北区）

古野 貞幸
（小倉南区）

中村 加代子
（小倉北区）

兒玉 恵美子 様（福岡市）真光寺 様（筑紫野市） 瀬戸 恵美子 様（八幡東区）懇志御礼

さわやかな風が吹く季節になりました。今年は例年と違い静かなゴールデンウィークをお迎えのことと思います。

【 引上会報恩講につきまして 】

例年は葉書（地区によっては書面）と寺報で法要の案内をしています。

今回は新型コロナの状況により中止する場合があります。その際「葉書」にてお知らせします。

葉書が２枚あると混同するおそれがありますので、

この寺報の内容【中面右ページ】をもって法要の案内とさせていただきます。どうかご容赦ください。

また、このような状況ですので無理のない範囲でお参りください。

皆様、お身体にはくれぐれも気を付けてお過ごしくださいませ。

凡 愚 の つぶや き凡 愚 の つぶや き
ぼん     ぐ

宗祖命日

婦人会例会

16日（日）

18日（火） 5月はお休みです

朝11時からの法要の中で
お勤め致します。

●法要の懇志を上納してくださった方へ…お名前は次号の永照寺だよりにて掲載させていただきます。

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

・開門…6時30分
・閉門…18時

永照寺 開門・閉門の時間

5月の行事予定
亡
き
父
母
の

　
笑
顔
の
泛
か
ぶ

　
　
帰
命
殿 う

中
村
一
郎
様（
小
倉
北
区
）

離れて暮らすご家族にも
オススメください。

このたびの

引上会報恩
講は

中止とさせ
て

いただきま
す
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永照寺だより Vol.205 2021年5月小倉御坊

住職の法友の有谿賢友さんの漫画「お坊さんのひとりごと」
有谿さんは僧侶と漫画家二足の草鞋を履き、宗門の様々な冊子に漫画を掲載しています。

下がり藤
ふじさ

すみません

ありたに けんゆう

漫 画
新 連 載

親鸞聖人のご生涯を学ぶ

【 期　日 】

【 法要テーマ 】

11：00～12：00 11：00～12：00 11：00～12：00

下記の感染対策をして法座を開催します。

コロナの影響も考慮して、
例年と違う時間帯にて勤修しますこと
ご容赦願います。

● 懇志袋は永照寺だより先月号に同封しています。
    お寺にもご用意していますので必要な方はお申し出ください。
● お斎の接待はありません。
● 懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。
● 16日の7時のお朝事はありません。
● 感染予防の為、地区総代による法座案内の配布をご遠慮させていただいています。

※ 1日1座（11：00～12：00まで）とさせていただきます。

▲参拝記念品イメージ

2021年

マスク着用を

お願いします

事前の検温を

お願いします

消毒を

おこないます

換気を

おこないます

離れて

お座りください
※ マスクの着用をお願いします。       

※ 事前に検温をお願いします。       
※ 37度以上ある場合は参拝をご遠慮してください。
※ 本堂距離を保ち椅子を並べます。   
※ アルコール消毒、1座ごとに堂内消毒、換気を徹底します。

懇志袋は複写式の為、
ボールペンで
強く書いてくだされば
助かります。

● スクリーンの映像で、親鸞聖人がどのような生涯を歩まれたかを学びます。
● 参拝記念品として解説本をお配り致します。
● 法要終了後、希望者は当山の御絵伝（慶長年間作）と内陣の見学をしていただきます。
    通常は見ることができませんので、どうぞお参りください。

法座中止の場合は葉書にてお知らせ致します。

▲参拝記念品イメージ

永照寺引上会報恩講について

このたびの

引上会報恩
講は

中止とさせ
て

いただきま
す


